日本人英語学習者による因果関係の理解とテキストからの学習 by HOSODA Masaya & 細田 雅也
Understanding Causal Relations and Learning

































た．この⽬的を達するために，それぞれ 3 つの実験からなる 2 つの研究 (研究 1, 
2) を⾏い，3 つの General Research Questions (RQs) へ解答することを⽬指した:  
 
n General RQ1: 英語学習者の因果理解にはどのような読解処理やテキスト記
憶が関わっているか 
n General RQ2: 英語学習者の因果理解はテキストからの学習にどの程度貢献
するか 
n General RQ3: 英語学習者の読解処理やテキスト記憶は，説明⽂の因果構造を
どの程度反映するか 
 
2. 研究 1: 英語学習者の読解における因果理解とテキストからの学習 





























 以上の研究 1 から得られた成果は以下の 3 点にまとめられる． 
 
1. 因果理解には，テキスト記憶の量的側⾯ (どれだけの関連情報を覚えている
か) 以上に，質的側⾯ (関連情報を⼀貫してつなげて記憶しているか) が重
要である (実験 1) 
2. 因果理解とテキストからの学習の関係は，学習者の L2 読解熟達度に依存す
る (実験 2, 3) 
3. 熟達度の低い学習者は，テキスト中の因果関係を理解することと，因果関係
を状況モデルの構築することの両者に困難を抱える (実験 2, 3) 
 
3. 研究 2: 英語学習者の説明⽂読解中における読解処理 






















なげる処理 (distal bridging) のみ，因果理解の精緻さとの相関が確認された． 
 以上の研究 2 から得られた成果は以下の 3 点にまとめられる． 
 
1. 学習者の L2 読解熟達度とテキストの内容親密度の両者が⾼い時，因果推論
は説明⽂読解中に⽣成される (実験 4) 
2. 学習者の読解処理が説明⽂の因果構造を反映するのは，学習者の L2 読解熟
達度が⾼い，もしくは，因果関係が明⽰されている場合である (実験 5, 6) 








の L2 読解熟達度が求められることが解明された。そして，これらの 2 つが満た
された条件で起こる distal bridging のみ，因果理解と関係していた． 





 最後に General RQ3 (英語学習者の読解処理やテキスト記憶は，説明⽂の因果
構造をどの程度反映するか) について，まず読解後のテキスト記憶は，説明⽂の
因果構造を安定して反映していた．⼀⽅，読解中の処理が説明⽂の因果構造を反
映するのは，学習者とテキストの要因が許す限定的な条件に限られていた． 
 以上のことより，英語学習者の説明⽂読解における以下の関係は，読み⼿とテ
キストの要因による特定の条件が満たされた場合にのみ，限定的に現れること
が実証された：(a) 読解処理と因果理解，(b) 因果理解とテキストからの学習，
(c) 読解処理とテキストの因果構造．この結論を踏まえ，学習者の因果理解やテ
キストからの学習を効果的にサポートし得る読解指導への⽰唆を提案した． 
 
 
